
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

7,4,14

会派名

代表者名

令 和 7年 4月 14日

無会派 (公 明党南相馬市議団 )

志賀 稔宗

令和 6年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付 に関す る条例第7条 第 1項 の規定に基づき、別紙の とお

り、令和 6年度政務活動費収支報告書 を提出 します。



別紙 

令和６年度政務活動費収支報告書 

 

会派名 無会派（公明党南相馬市議団）志賀 稔宗 

 

1 収入 

                               （単位：円） 

項 目  金 額  備 考  
政 務 活 動 費  240,000  

預 金 利 子  0  

会 派 負 担 金  0  

合   計  240,000  

 

2 支出 

(単位：円) 

項    目 金    額 備          考 

調査研究費 153,152  

研修費   

広報費 41,400  

広聴費   

要請・陳情活動費 15,440  

会議費   

資料作成費   

資料購入費 20,900  

人件費   

事務所費   

合   計 230,892  

 

(注) 1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載すること。 

   2 会計帳簿の写し及び領収書等の証拠書類の写しを添付すること。 

 

3 残金    9,108 円  



6 4 30 政務活動費 240,000 240,000

6 5 7 資料購入費（住宅地図） 20,900 219,100

6 5 8 広報費（議会報告印刷代） 19,400 199,700

6 5 8 調査研究費（京都府木津川市、精華町） 70,102 129,598

6 8 2 要望活動（8/2　東京都千代田区　参議院議員会館） 15,440 114,158

6 12 4 広報費（議会報告印刷代） 22,000 92,158

7 2 13 調査研究費（福島県庁、東京都衆議院第一議員会館） 38,540 53,618

7 3 17 調査研究費（秋田県能代市【JAXA能代ロケット実験場】） 44,510 9,108

240,000 230,892 9,108

　　　令和６年度  政務活動費　会計帳簿                        会派名 　　　無会派（公明党南相馬市議団）　志賀　稔宗

残　　　高支　　出収　　入摘　　　　　　　　　　　　　　要年月日



政務活動費 令和 6年度旅費領収明細表

無会派 (公明党南相馬市議団)志賀 稔宗 (単位 円)

支出内容 令和 6年 5月 8日 ～ 10日  (研修視察先 :京都府木津川市、精華町)

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

志賀 稔宗 40,240 26,600 66,840
Jヽ C〕

○鉄道運賃 40,240円
○宿泊料
(5/8～ 10 京都府精華

町・乙地方)13,300円
×2泊⇒宿泊料は南相馬
市職員等の旅費に関す
る条例・規則に基づき
定額支給

(お土産 ) 3,262 3,262

計 40,240 26,600 3,262 70,102



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

領  収  書
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支出項目・

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
調査研究 (令和6年 5月 8日 ～10日 京都府木津川市、京
都府精華町)に係る手土産代

令和6年 5月 7日支出月日

3,262円支 出 額

|:|」

ヽ`



政務活動費 令和 6年度旅費領収明細表

無会派 (公明党南相馬市議団)志賀 稔宗 (単位 円)

支出内容 令和 6年 8月 2日  (要望先 :東京都千代田区 参議院議員会館 )

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

志賀 稔宗 15,440 15,440

①」R運賃
8/2往 路 (原 ノ町駅⇒

東京駅)7,720円
8/2復路 (東京駅⇒

原ノ町駅)7,720円

0

0

計 1 5 440 0 0 15,440



政務活動費 令和 6年度旅費領収明細表

無会派 (公明党南相馬市議団)志賀 稔宗 (単位 円)

支出内容 令和 7年 2月 13日 ～ 14日  (研修視察先 :福島県庁、東京都 衆議院第一議員会館 )

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

志賀 稔宗 18,020 14,800 32,820

①」R運賃
2/13往路 (福島駅⇒

東京駅)8,910円
2/14復路 (東京駅⇒

福島駅)9,HO円

②宿泊料 (東京都内 :

甲地方)14,800円 ×1泊

⇒②宿泊料は、南相馬
市職員等の旅費に関す
る条例 。規則に基づき
定額支給

(お土産 ) 720 720
領収書添付 菓子折 り
6,480円 (税込)の 9分
の1相 当額

(友和会、尚友会
との合同研修によ

る費用按分 )

(車賃 ) 3,100 3,100
走行距離124km(本 市⇔

福島市往復)× @25円
=3,100円

(タ クシー代)

2/13
1,087 1,087

2/13東京駅～宿泊場所
まで

領収書添付 8分の1相

当額 (端数調整あり)

(友和会、尚友会
との合同研修によ
る費用按分)

425 425

2/14宿 泊場所～議員会
館まで

領収書添付 8分の1相

当額 (端数調整あり)

(友和会、尚友会
との合同研修によ
る費用按分)

(駐車場代) 388 388
領収書添付 3,500円
9分の1本目当額 (端数調
整あり)

(友和会、尚友会
との合同研修によ
る費用按分)

計 18,020 14,800 5,720 38,540

⑤

(タ クシー代)

2/14

/



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費
支出項目

調査研究 (令和7年 2月 13日 ～14日 福島県庁、東京都
衆議院第一議員会館)に係る手土産代支出内容

令和7年 2月 12日支出月日

支 出 額 720円 (菓子折り6,480円の9分の 1本目当)

爾 季 薫 警

亀 農
T2380003001583

福島県南相馬市原町区旭町3-29
丁 EL0244-23-3531

2025年 2月 12日 (水)11:33#oooo01
0000011蝶員 1        8952

外8 長者ゆべし12個入り ¥6,000※
(  3イ回x02,000)

小計
(外税8%対象額
外税額
買上点数

8%

¥6,000

¥6,000)

¥480

3点

合言十
お予頁り

お釣り

¥6,480
|   ¥■ 0,000*
(内消費税等   響80)

¥3,520

※は軽減税率対象商品です。

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||



別記様式1

令和6年度 政務活動費 調査研究に係る自家用車利用証明書

車賃 25円 /km(南相馬市職員等の旅費に関する条例第25条 )

年月日 目的 発
目的地1

(所在地)

目的地2
(所在地 )

目的地3
(所在地)

着

自家用車(25円 /km)

運転手名 乗車人数 備考
(車 両の所有者など)走行距離 km

(整数、端数切捨)

算定額
(走行距離×25円 )

2025/2/13
視察研修
(南相馬市→福島市までの移動)

南相馬市 福島市 福島市 62km 1.550円 志賀 稔宗 1人 志賀 稔宗

2025/2/14
視察研修
(福島市→南相馬市までの移動)

福島市 南相馬市 南相馬市 62km 1,550円 志賀 稔宗 1人 志賀 稔宗

計 124km 3,100Fヨ /
研究研修費、調査旅費で支出する場合に記録するものです。
①その都度記録し、事務局ヘー旦提出願います。
②収支報告書提出時に、会派名、証明者名を記載して一緒に添付願います。

目的地が4以上の場合、2行に分けて記載してください。
ヽ

2025/2/14

上記のとおり相違ないことを証明します。

友和会、尚友会、無会派 志賀稔宗  合同研修

会派名  友和会 尚友会

太田 淳代表者名 田中

経理担当者名 菊池

［
不
　
［不

稔

稔

会派

賀

賀山 田



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
調査研究 (令和7年 2月 13日 ～14日 福島県庁、東京都
衆議院第一議員会館)に係るタクシー代

支出月日 令和7年 2月 13日

支 出 額 1,087円 (タクシー代8,700円 の8分の 1本目当)

領   収
現・チ・ク・割引

日付
・
25年 02月 13日

1巨 署『     05052
メータ運賃

薔
No.0009

000
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400‐
¥218-
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5476
¥2900-

¥2900-合計
内消費税等

消費税率
上記の通
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計
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カスタマーサポ ~ト デスクヘ

l LLt)50-31′ 3 9200

平日9:00～ 17:00 輻
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―ンキャブ世田谷
世 田 谷 区 砧 1-1-11
お 忘 れ 物 は

TEL 03-3417-2221
ご意 見 、 ご要 望 は

TEL o3-3205-6622

TE′

`ヱ

IR=Fg?『 1

2025年 02月 13日

¥2,600 円

¥2,600 円

¥2,600円
(税率 1幌 )

登録番号 Tア8108870858∞

′レシ・ツト らた

"キ

       ¥2,600 円

毎度ご乗車ありがとうございます。

上記金額正に領収致 しました。

OHMO丁0 丁AXI
ドア番号 004■ 5

お忘れ物のお間、ヽ合わせは

日個連東京都営業協同組合
城東支部
平日9-17時の受付  ∞もジ繁

"Ю上記時間外の受付
お忘れ物センター ∞モy'9∞

書
No。 〔B35 メーター運賃

運賃料金計

合計¥8()0円



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙
円

1 /4X 薔

2025年 02月 14日
1416

運 賃      ¥1200-

計   ¥1200‐
(内 消 費 税 等   ¥109-)

ク レジ ッ ト
内 訳
支 払

登録番号 ::′ ●lo9oio32448
k inグ ル  `プ 国際Fl動 車国 世田谷宮栞所
東京●世lH谷 区嵌薔●l′ lu lッ ガレリア1201

忘れ物 領4X書 問合せ 0334295396

お客さま相談宝 O120/1′ 039

km呼ぶ な ら

「S R:DEJ
ダウンロード用QRコ ード

くナし
｀`
]― 卜
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A44-4'754-0252
(営 業 回 数 4786)
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¥1100
¥ 円

¥0円
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運

合計 ¥1100‐
)肖聯                10%

上記の通り領収致しました

登録番号 :    T1010801001401

毎度 ご乗車あ りがとうござぃます

DAI‖ A TAXI GROUP
盈 進 自 動 車 株 式 会 社

東 京 都 大 田 区 東 糀 谷 15-18

03(3744)8881

タ ク シ ー の ご用 命 は 無 線 配 車 セ ン タ ーヘ

03(3563)5151

¥1100
の通 り領 収 致 しま し上 記

消 費 税 10%
毎 度 ご乗 車 あ りが と う ご ざぃ ます

お 忘 れ 物・ お 気 付 き の 点 は 当社 ヘ

登墓:｀ 書́各≒秀∴守識著371
東 京 都 大 田 区 東 糀 谷 2-4-21

TEL 03-6276-0144

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報“広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費“事務所費

支出内容
調査研究 (令和7年 2月 13日 ～14日 福島県庁、東京都
衆議院第一議員会館)に係るタクシー代

令和7年2月 14日支出月日

支 出 額 425円 (タクシー代3,400円 の8分の 1本目当)

¥1100-

¥1200- |



会派名:無会派 志賀 稔宗

リバーク福島駅西日立体駐車場
ご利用ありがとうございました。

またのご利用をお待ちしております。
|:itp://"ww.repark.jp

領 収 書

精算機 #01    A精算No.OIX1497

カ中口串1202“手 2月 13日 (本)12:18
出庫時刻 20あ年 2月 14日 (金)16:42
軸    鳩畦金   1,400円

領収書等添付用紙

リバーク福島駅西日立体駐車場
ご利用ありがとうございました。

またのご利用をお待ちしております.

http://‖ww.repark.」 p

領 収 書

精算機 101    A精算恥.000496
入庫時刻 2025年 2月 13日 (本)12:18

i選雪軍露型 202911魚曇
14日 (1摂

l,1::鶴

外来駐車場使用料
福 島 県

i   領 収 書

摯 号 T70tЮ o20070oo9

福 島 県

合 計
現金入金額
鏡

1,4CICl円

2,000Fヨ

600F]
1,400円

合 計 1,400円
2,000円

600F号

1,400円榊 舗

合計は消費税率101対象です

三轟 リアルティ株式会社

曇壺ぎ肇ヨト曇;  T8010001140514

合計は消費税率101対象です

二丼不動産リアルティ株式会社
鋸   T8010001140514

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費
支出項目

調査研究 (令和7年 2月 13日 ～14日 福島県庁、東京都
衆議院第一議員会館)に係る駐車場代支出内容

支出月日 令和7年 2月 14日

388円 (馬主車場代3,500円 の9分の 1本目当)

|

匡)三井のりJf‐り匡)三井のりJf‐り:

支 出 額



政務活動費 令和 6年度旅費領収明細表

無会派 (公明党南相馬市議団)志賀 稔宗 (単位 円)

支出内容 令和 7年 3月 17日 ～ 18日  (研修視察先 :」AXA 能代ロケット実験場 (秋 田県能代市) )

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

志賀 稔宗 24,880 1 3 300 38,180 ′Cニ

①」R運賃
(原 ノ町駅→仙台駅⇒

秋田駅⇒東能代駅)

12,440円 ×2(往復分)

②宿泊料 (秋 田市内 :

乙地方)13,300円 ×1泊

⇒②宿泊料は、南相馬
市職員等の旅費に関す
る条例 。規則に基づき
定額支給

(タ クシー) 6 330 6,330 領収書添付

計 24,880 13,300 6,330 44,510



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
調査研究 (秋田県能代市【」AXAロケット実験場】)に係るタク
シー代

支出月日 令和7年3月 17日

支 出 額 6,330円

領 収 書
2025 年 03 月 17 日 -011

領   =I又   言l li

No.3140

11付  2025イ ,03月 1711   15:58

卓 番  0812        0000
基 本 運 賃     ¥2,6701Ч

合il     ¥2,670円
11記 の 様 に 領 1又 致 し ま し た

毎度ご乗卓ありかとうごさいます

消費税卒        10%
みんなの愛卓

秋lιタクシー株式会社
童11番 号 1 14 111  1  t ll,4
秋田県能代市浜通り町 3-10

電話 0185 52 1111

メーター運賃 ¥3,660 円

△
目 百

‐
十   ¥3, 660円

(税率 10%)

li金麦署ξ号 17410003001682
現 金 支払    ¥3,660円
車輌番号 0922

毎度ご乗車ありがとうござぃ法す。

(資 )第 一タクシー
秋田県能代 15ンち卜 し~32

TEt (11三 lう 、
`ヽ

フリ2211



会派名二無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷代 )

令和6年5月 8日支出月日

19,400円支 出 額

彬凌運hも疲選壼b立、■x■d量苺hも■癒豊懸ix■γ■遺d」レ支適癒Jttbiご
ヽ ()

領 収 証 11、 様

[「

キ氏
但 し

現 金

小切
「

|

「
 ‖ι

:|:111 ヽ

‖費税額|ヽ 1,|

1ヽ1tl錮 || |

lt11 11

一／

． ／

一　

二

　

一

"ン
イ「限会社双 葉 ク リエ イ

令和   年   月   |I L記 61容 i l11に 何:収 致しました。

代ノt川 くれI役  りJ久 保 ,iく

〒075 0011
神1島 りit「 ll‖ 11り |,原 円lκ ノЧ‖l i‖ 3ヽ

TI:10211 26-1)7ヽ 0
1ヽヽ0211 26-97ヽ ]

r、 1点 番 号
´
「 ||;ヽ 1)(|()」 (129577

訟

|'「 プ」 千 ||

ずヽ

金 額



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷代)

支出月日 令和6年 12月 4日

支 出 額 22,000円

ヽ

を 1:犠 Ili

: 1■ li

■|:11■ 偉

―

榛武:会社 養奪||

税義全壊
代表取錦費|メ:i署‐

|消費税額( %)

「 AX:0244二 12二〇
じ二七をil:(anbittinc.21lte01ll 領幽盟 いに:4

来ハQで冷議会撃惨

傷りβf書協搬
農√「

とfメ ろ

l i l  :

■様 No:    i    l :■ 「 ‐

|=|   :



会派名:無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 資料購入費 (住宅地図)

令和6年 5月 7日支出月日

支 出 額 20,900H

領 収 書
2024年 5月 7日    No.01-L000275959-R000003590

1ヽや硝篠 ま 様

¥20 0-
イ旦

イ修 んtし し
だし

900円含む)~
たしました。

¥1, (  )
上記正に領収い

しu01
文芸堂書店 桜井町店

望
羹

〔)8::4-編
最量夢

才目馬市原町区桜井町 1丁 目123

領 収 書 明 細

2024/05/07(火 )13:09
No.01-L000275959         も及:0001

009:()78-4-432-50343-8
地1図 ・ガイド
@20900    1点 ¥201900

合計商品点数
子卦言十
(消費税額 )

1点
¥209900

¥11900

課税対象額
税額 10.00%

¥191
¥1,

お預 り
お釣 り

文芸堂書店
登録番号 :T

桜井
53800

町店
02029t〕 61

ツ

¥211000
¥100



友和会・尚友会 。公明党含同会報 (1)

r

■
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ごあ い さつ
東日本大震災と原発事故から14年 目となりましたが、復興は未だ道半ばです。 ・ ‐

第 2期復興・創生期間は令和 8年 3月 末で終了することから、それ以降の財源

をどう確保していくかが課題となっています。

合同会派議員 11人 は、霞が関や県に赴いての勉強会、さらに先進地行政視察

などを行い、日々研鑽を重ねています。これからも、広く市民の皆様のご意見を

拝聴しながら精力的に議員活動を行う所存です。

風薫る5月 、どうぞお健やかにお過ごしください。
尚友会会長 太 田 淳 一

■
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中学生海外研修事業は、広い視野を持った生徒の育成

や、学習意欲の向上、思考力、判断力・表現力の向上を図 り、

未来を担う人材を育成するために、令和元年度より実施

している事業です。

参加した生徒の報告会などでは、語学力や視野が広がっ

たなどの意見が多くあり高評価でした。

本年度も、中学 2年生を対象にオース トラリア (4泊
6日 20人 )と 、シンガポール (3泊 5日 25人 )で実

施されます。

予算額は 1,953万 円です。

=
″

中学生の海外研修 (シ ンガポール)

大 岩 常 男 記

自治体デジタル・トランスフォーメーション (DX)は、

デジタル技術やAI等 の活用、業務 フローの見直 しなど

を推進 し、行政事務の効率化 を図 り、更なる行政サービ

ものです。本市でも積極的に導入 し、

利便性の向上が図られた市民課窓口
山田雅彦 記

V
6

: ト

スの向上 を目

利便性向上 ます。

い AI技術 を活用 し

I― OCR」 などに取

中学生海外研修事業 自治体デジタlレ・トランスフォロメロション(DX)

毎年、様々な災害に悩 まされている私たちの生活です

が、昨年 9月 は台風 13号が上陸し、南相馬市でも河川の

決壊や内水氾濫が発生 しました。つい半月前までは水不

足で水田の渇水対策が行われている最中で したが、自然

の流れは予測がつきません。

当時は夕方に避難指示の発令があ り、市内で一次避難

所が開設 されました。 しか し、避難所 を利用 した市民は

ごくわずかでした。令和元年の台風 19号上陸の際には、

市内の大田川、水無川が決壊し、大きな被害を被 りました。

災害対策は、自助・共助・公助が大原貝」と言われており

ます。幸いにも、台風 13号 は予想よりも早く通り過ぎて
いきましたが、いわき市では大 きな

被害が発生 してお ります。市民の要

請に応 じて随時、防災のための出前

講座や講演会が行われてお ります。

今年はどのような一年になるか予想
はつきませんが、ハザードマップを

再確認し、命を守る行動をとってく
ださい。 田 中一 正 記

南相馬市立総合病院に勤務 していた小児科医の山下匠

医師が、6月 に「はらまちスマイルクリニック (診療科 目 :

小児科、アレルギー科、内科 )」 を原町区日の出町に開院

しますが、そこで病児保育も行うことになりました。

病児保育の利用定員は、 1日 3名 を予定 しています。

詳細については、同クリニ ックのホームページをご覧下

さい。

市では、病児保育を実施する事業者に対 し、病児保育

事業の実施に係る実費用として 2,042万 円を交付 し、事業

支援を行います。

市内で病児保育が始まります

友和会
― 安全 。安θけで濁力あ

恭
●

珍
鑽 ″

令和 6年 5月 12日 発行

南相馬

市議会

発行責任者/友和会会長 今 村 裕

鰊

●

ル

一鏡

J■■
|

ヽ

JEl 申

■

「書かない窓口申請」やパソコンで行って

太 田淳 一 記



(2) 友和会 。尚友会 。/AN明
党含同会報

国際バカロレア教育とは、世界中‐どこにいても同水

準の教育を受けることができ、必要条件を満たせば世

界各国の大学への入学資格を得られる学習プログラム

です。グローバル化や技術革新が急速に進展する社会

の中で、本市の子どもたちが未来社会を生き抜 くため

の資質・能力を育成するとともに、教育の質の向上を

図るため、国際バカロレア教育の導入を視野に入れた

研究を行います。

市内公立幼稚園・

市内小

の拡充、

するなど、

の子 どもたち

よるコミュニケーション能

力の向上を目指すものです。

また、中学生の全員 を対

象 とした実用英語技能検定

受験料の支援 も行います。

大 場 裕 朗 記

小高区における居住人口を増加 させ、地域経済を活

性化させるため、小高復興産業団地 (フ ロンティアパーク)

を整備 します。

令和 6年度は、地盤改良工事、造成工事 (7年度まで

継続。総面積 12 8ha)、 物件移転補償 費 (東 北電力、

NTT等)等で、予算額は 14億 13万 5千円。

なお、供用できる用地面積は、

3区画 7haを 予定 してお ります

小高区の居住人口は、震災前の約 3割 に留まってい

る状況にあ ります。本市のさらなる復興を遂げるため、

また小高区における居住人口を増加 させる取組みや、

市内工業団地の空 き区画が僅かであることを踏 まえ、

企業誘致等を通 じた帰還移住を促進するため、令和 5

年度に旧金房小学校校舎 を解体 し、飯崎産業団地約

3 3haの 整備を行いました。令和 6年度は、団地におけ

る草刈等の維持管理業

務を実施する予定です。
・・戚

“

】

ヽ
“

τV

ご五

由  志 賀稔 ホ 記

当サービスエリアには、年間 100万人を超える利用者

があ り、本年 3月 3日 には 1千万人目を達成、門馬市長

より記念品が贈呈されました。

本事業では、セデ ッテか しまが有する可能性を最大限

生かすことが期待 され、令和 6年度は、サービスエリア

のポテンシャルを最大限に活かすための基本計画策定に

向けた検討会を開催 します。

この トレーニングセンターは、健康づ くりに取 り組む

人を増や し、健全な心身の維持保全 と健康長寿を目指 し、

令和 3年 4月 18日 にオープンしました。 トレーナー付 き

ということもあ り、これまでは大人 1回 券が 500円 と

なっていましたが、 特に高齢者の利用促進 を図るため

に、市内に住む60歳以上の利用料金を 1回券 200円
(利 用料金の一部 300円 は市で負担)と するものです。

鹿島区の特色あるまちづ くり推進事業で整備 された真

野川親水サイクリングロー ド。セデッテか しまか ら牛島

地区 (烏崎海岸)ま でのルー トとなってお ります。

是非、四季折々の自然をお楽しみ下さい。

細 田 廣 記

スキット千倉で健康増進を |

南相馬市鹿島サービスエリア周辺開発検討事業

スキッ

真野川親水サイクリングロード

園芸作物集出荷団地 (原町区上高平)は、令和 8年度

供用開始予定で事業を進めてお ります。約 1 9haの 敷地

に集出荷貯蔵施設、卸売市場、農産物加工施設を整備 し

ます。集出荷貯蔵施設いわゆる野菜集出荷場には、ブロツ

コリー、ネギ、花井の選果ラインを整備 します。これに

より、生産者は出荷調整作業を

委託でき、出荷調整の省力化が

図られ、労働力を生産に向ける

ことができます。園芸作物集出

荷団地整備により、農業者・消

費者の距離を縮め、市内農産物

の販路拡大が期待されます。

4月 11日 小高区鳩原 (旧鳩原幼稚園)に「みらい農業

学校Jが開校 しました。

み らい農業学校は、農業の知識や技術 を習得 し、南相

馬市に移住を伴 う農業人材の確保を目的に設立 しました。

雇用就農に必要なスキルを 1年`間 で身に付け、実践力と

キャリアアップに繋がる学びをカリュキュラムとし、農

業に係る各種免許や資格取得、市内農業法人等で研修 を

実施 します。第 1期生 となる令和 6年度は、15名が入学

しました。平均年齢は 377歳。

男性 11名・女性 4名 で、市内

在住 3名 ・県外から移住 6名 ・

県内から移住 6名 となってお り

ます。みらい農業学校に入学 し

た方々には、南相馬市農業の担
い手となることを期待します。   みらい農業学校開所式

菊地洋一 記

現在の市場の様子

園芸作物集出荷団地整備事業

みらい農業学校開校

平田武議長は、公平 。中立を保つ観点から寄稿しておりません。
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今年 8月 6日 、かしま交流センターにて南相馬市議会会派、友和会 。尚友会 。公明党の有志 11人 と

鹿島商工会青年部・農業団体ASK・ 鹿島中学校 PTA・ かしま保育園保護者会の 12人による懇談会を

開催し、鹿島区の現状と課題について主に以下の項目のご意見 。ご要望を伺いました。

・鹿島駅舎と駅周辺について       。セデッテかしまの周辺開発について

・岩妻茂手線の今後について       。真野川親水サイクリングロー ドの利活用について

。スキット千倉の利活用について     。
1日八沢小学校跡地の利用について

。上真野小学校、鹿島区内小中学校の今後の在り方について

令和 6年 9月定例会「―般質問」報告
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令和 6年 9月 定例会

一般 質 問動 画

令和 6年 9月 定例会

一般 質 問動画

全
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、

ま
た
本
市
Ｐ
Ｒ
の
在
り
方
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

田
口

判
勧
〓
畔
隷
酔
帥
畔
静
誦
熱

員
会
へ
の
参
画
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
誘
致
、
馬
事
文

化
の
Ｐ
Ｒ
等
、
官
民
連
携
手
法
の
導
入

可
能
性
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

危
険
箇
所

へ
の
対
応
、
草
刈

り
等
の
維
持
管
理
、
ト
イ
レ

・

年
度
、
鹿
島
区
市
街
地
道
路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
。
検
討

会
で
は
、
各
分
野
の
委
員
と
意
見
交
換

を
行
い
鹿
島
区
市
街
地
の
道
路
に
関
す

る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
を

今
後
の
道
路
施
策
に
反
映
さ
せ
る
考
え

で
あ
る
。岩

妻
茂
手
線
が
着
手
で
き
な

い
場
合
、
代
替
案
が
あ
る
の

岩
妻
茂
手
線
の
整
備
見
送
り

方
針
決
定
は
遅
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
あ
る
。
市
の
見
解
を

伺
う
。

合
併
当
初
、
中
期
計
画
と
し

て
平
成
２‐
年
度
以
降
の
着
手

固

圏固

ベ
ン
チ
・
イ
ベ
ン
ト
駐
車
場
。防
犯
灯
・

距
離
表
示
板
等
の
整
備
な
ど
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

困
口

醇
同
動
論
稀
獅

‐０ ６
畔
雌
い
れ

願
い
し
て
い
る
。
危
機
箇
所
へ
の
注
意

喚
起
看
板

・
路
面
標
示
の
整
備
を
進
め

る
。
ト
イ
レ

・
ベ
ン
チ
等
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
調
査
検
討
す
る
。

若
者
を
は
じ
め
と
し
た
、
人
が
集
い
賑

わ
う
南
相
馬
に
つ
い
て

ｏ
南
相
馬
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

ｏ
相
馬
野
馬
追
開
催
期
間
の
各
行
事
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

ｏ
本
市
に
お
け
る
夏
祭
り
に
つ
い
て

ｏ
通
年
観
光
に
つ
い
て

ｏ
泉

・
北
泉
周
辺
整
備
、
利
活
用
計
画

に
つ
い
て

を
見
込
ん
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧

・
復
興
事
業
を
優
先
的
に
進
め
た
。

約
１０
年
が
経
過
し
、
事
業
化
判
断
の

調
査
を
実
施
し
た
。
結
果
、
概
算
事
業

費
が
６‐
．
５
億
円
に
な
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
平
成
１９
年
度
で
は
概
算
事
業
費

を
１４
億
円
と
試
算
し
、
当
時
の
想
定
よ

り
大
き
な
事
業
費
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
度
に
事
業
着
手
を
見
送

る
方
針
を
決
定
し
た
。

海
老
街
道
踏
切
が
朝
夕
の
通

勤
通
学
で
、　
一
番
混
ん
で
い

て
い
な
い
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
、
課
題
路
線
が
い
ろ
い
ろ

あ
り
、
そ
の
中
で
全
部
を
行
う
こ
と
は

不
可
能
と
考
え
る
。

そ
の
意
味
で
、
区
民
の
中
で
の
優
先

順
位
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
の
県
の

考
え
、
踏
切
改
修
と
な
る
と
Ｊ
Ｒ
の
意

見
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ど
の
路

線
を
優
先
的
に
対
応
し
て
い
く
か
、
そ

の
優
先
順
位
等
を
し
っ
か
り
と
固
め
て

国
。県
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
に
臨
み
た
い
。

そ
の
意
味
合
い
も
あ
り
検
討
会
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

進
め
る
に
当
た
り
、
鹿
島
区

民
の
大
宗
を
占
め
る
コ
ン
セ

か
伺
う

固圏固圏

る
。
踏
切
と
道
路
を
拡
幅
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
見
解
を
何
う
。

園
口

［
蛯
噺
雌
剛
詢
嘲
軸
耐
だ
籍

中
し
、
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を

市
も
確
認
し
て
い
る
。

一
方
、
鹿
島
区
に
は
、
海
老
街
道
踏

切
以
外
に
も
道
路
に
関
す
る
課
題
が
多

く
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
問
題
解
決

に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
今

ン
サ
ス
が
必
要
と
考
え
る
。
市
の
見
解

を
伺
う
。道

路
整
備
事
業
化
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
検

討
会
を
踏
ま
え
、
区
長
会
や
地
域
協
議

会
な
ど
を
通
し
て
多
く
の
人
々
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
て
行
く
。

岩
妻
茂
手
線
の
陸
橋
が
な
く

な
り
、
問
題
な
い
と
は
考
え

Ｏ
そ
の
他
の
質
問

懇
談
会
で
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
は

岩
妻
茂
手
線
と
学
校
問
題
を
議
会
に
お

い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

岩
妻
茂
手
線
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

「岩
妻
茂
手
線
」
に
つ
い
て

， ■

●一
一〓

南相馬市議会議員
―― (友和会).‐

大 場 裕 朗

南相馬市議会議員

(友和会)

菊 地 洋 一

固
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鹿
島
区
の
代
表
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談

会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
議
会
で
取
り
上

げ
ま
し
た
。
今
後
も
し
っ
か
り
ご
意
見

を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

マ
参
り
ま
す
。　

　

　

　

　

　

　

〓

「
ス
キ
ツ
ト
千
倉
」
の

利
活
用
に
つ
い
て

南相馬市議会議員

(公明党)

志 賀 稔 宗

令和6年 9月 定例会

一 般 質 問 動 画

固

圏固

ス
キ
ッ
ト
千
倉
は
、
「市
民
の

健
康
増
進
ヽ
体
力
の
維
持
向

５
％
の
利
用
率
で
す
。
特
定
の
機
器
に

お
い
て
は
、
若
千
の
待
ち
時
間
を
要
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
ス
タ
ッ
フ
の
丁

寧
な
声
掛
け
、
空
い
て
い
る
機
器
へ
の

適
切
な
誘
導
に
よ
り
利
用
者
か
ら
の
不

満
の
声
も
聞
か
れ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

上
を
図
り
、
も

っ
て
市
民
の
健
全
な

心
身
の
維
持
保
全
に
よ
る
健
康
長
寿

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
交
流
と

一
体

感
の
醸
成
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目

指
し
、
各
世
代
や
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
の

た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
が
実
践
で
き
る
環
境

及
び
多
く
の
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
施
設
と
し
て
、
令
和
３
年
度
に
鹿
島

区
北
千
倉
に
整
備
さ
れ
た
市
の
施
設
で

す
。利

用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ほ
ぼ
目

い
っ
ぱ
い
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

高
評
価
の
背
景
は
、

２‐
台
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
の
性
能
と
、
指
導
員
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
体
力
向
上
効
果
が

目
に
見
え
て
実
感
で
き
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
本
人
の
努
力
は
も
と
よ
り
、
い

く
つ
も
の
資
格
を
有
し
た
専
門
知
識

・

技
術
を
身
に
つ
け
た
指
導
員
の
指
導
力

に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
と
見

て
い
ま
す
。
今
後
、
更
に
効
果
を
周
知

し
事
業
の
発
展
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。

千
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
夜
間
照

明
が
整
備
さ
れ
、
野
球
等
が

一
方
、
人
気
の
あ
る
施
設
ゆ
え
に
混

ん
で
い
て
利
用
で
き
な
い
と
の
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
施
設
の
利
用
状
況
と

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
キ
ッ
ト
千
倉
は
利
用
料
金

の
減
額
効
果
も
あ
り
、

７４
・

で
き
る
約
１
万
７
千
２ｍ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
す
。
子
ど
も
野
球
ク
ラ
ブ
が
遅
く
ま

で

一
生
懸
命
練
習
す
る
姿
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
、

市
民
に
身
近
に
親
し
ま
れ
て
い
る
運
動

施
設
で
す
。
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

や
、
仮
設
ト
イ
レ
の
改
修
、
ま
た
近
隣

に
子
ど
も
が
遊
べ
る
空
間
が
あ
る
と
な

お
良
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
が
見
解

を
伺
う
。

田
口

劉
げ
″
嘘
詢
″
掛
「
曜
柿
時

は
、
近
く
の
ス
キ
ッ
ト
千
倉

。
千
倉
体

育
館

。
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
常
設
ト
イ
レ

を
利
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
改
め
て
利
用
団
体
等
の
確
認
し
な
が

ら
新
し
い
ト
イ
レ
の
必
要
性
に
つ
い
て

協
議
し
て
参
り
ま
す
。

南相馬市 9月定例会・議案第 77号 (令和5年度 一般会計歳入歳出決算認定について)

「千
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の

利
活
用
に
つ
い
て

実 績

`椎

_■ベースヽ
見 込 市全体に

占める割合
区/市全体

新市建設計画
の総事業費

① H17～ R5

市全体に
占める割合
区/市全体 R6～ R12

合 計
②

施行率
② /①

464.0 20%343.3 19% 120.7
19%116.5 18% 58.5 175.0 159%

15.0 37.9 16%約 110億円
22.9 15%

noR 9 _―
~~

2,0/。

小 高 区

226R 190/n 821
3919 21% 680 459.9 19%

1590/。 19%1165 18% 58.5 1750
18%約 110億円

26.5 17% 176 44.1
,10/n

―

~~~ ,7ら 4 ,30/n ,82 3036

鹿 島 区

普通建設事業 計

――

~~ |%―
~~~ 1.090.9 60% 345.3 1,436.2

62%64% 1754 579.8 176%404.4
156.6 66%約 330億円 1064 68% 502

57%

原 町 区

686.5 58% 131.3 817.8
534.0 2.360.1 100%1,826.1 100%

100%637.4 100% 292.4 929.8 169%
82.8 238.6 100%約 550億円

155.8 100%
100%

市全 体

普通建設事業 計

1,188.7 100% 2416 1,430.3

状況及び今後の見込み (令和5年度決算) (単位 :億円)

南相馬市 9月 定例会・ 議案第 89号 (令和 6年度 一般会計補正予算について )

地域復興一般経費 (鹿島区)補 正額 2′467千円

「事業内容」 鹿島区の特色あるまちづくりを推進するため、地域復興事業を実施する。
「補正理由」 JR鹿島駅は、明治 31年の開業から今年で 126年を迎える。この間、東日本大震災をはじめ複数回の大規模

地震被害を受けており、」R東 日本では鉄道利用者の安全を確保するため、現在の駅舎を取り壊し、コンパク
トな駅舎への建て替えを計画している。
一方、鹿島駅は鹿島区内で唯―の駅であり、地元住民の愛着も大きいことから、市による現駅舎の保存活用を

含めた検討を行うにあたり、現駅舎の現状確認のための事前調査を行い、その結果を踏まえ、令和 6年度中に

市の整備方針を決定する予定であることから、必要な予算を計上するもの。
「主な経費」 委託料 :鹿島駅駅舎改修事前調査業務委託 (耐震診断、耐震改修計画の作成、石綿含有調査)

(仮称)鹿島多目的グラン ド整備事業 補正額 2′563千円

「事業内容」 みちのく鹿島球場の更なる有効活用として、圃場整備事業に併せて、非農用地を確保したことから、ウォーミ
ングアップ会場や駐車場用地の整備に加え、野球、ソフ トボール、グラウン ドゴルフ等、多目的に利用できる

グラウン ドを整備する。
「補正理由」 サブグラウン ドの整備にあたり、施設利用者の利便性を図ることに加え、令和 6年 4月 25日、5月 23日 に開

催 したスポーツ団体などの関係者による意見交換会において トイレ設置に係る要望があつたことから、 トイレ

建築にかかる設計費について、必要な予算を計上するもの。
「主な経費」 委託料 :ト イレ建築設計業務委託料

■発行責任者 大場 ひ ろあ き 後援会事務所

南相馬市原町区東町 3丁目87/南相馬市原町区高倉字志津 208-2

■発 行 日 2024年 (令和 6年)11月 4日

口,:0244-32-1856 //Fax:0244-32-1857
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公明党

東日本大震災復興カロ速化本部長

赤 羽 ― 嘉 様

要
胡
- 書

今和 6年:8月 2日

福島県南相馬市議会

公明党南相馬市議団 代表 志賀稔宗
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”

東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故の発生から

:3年 4か月が経過し、この間、当市では総力を挙げて、この未曽

有の災害からの復旧・復興に向け、取り組んできました。

その結果、インフラの復旧や居住環境等の整備は概ね完了し、働

く場の確保や子育て環境の充実等の取組について、一定の成果が見

られるようになりました。

しかし、当市には、未だに多くの課題が山積しています。小高区

では、震災前と比較し、生産年齢人口が約 8割、将来を支える年少

人口に至っては約9割が減少しました。また、当該地域の主要農産

物である水稲については、震災前の作付け面積のうち約 6割が未耕

作の状況です。加えて、原発事故に起因する急激な人口減少によ

り、当市が存続していくための新たな課題に直面しています。

こうした中、今和 6年 3月 :9日 に『第2期復興・創生期間』以降

における東日本大震災からの復興の基本方針の変更について」が閣議

決定され、原子力災害被災地域においては、『第2期復興・創生期

間』以降も引き続き国が前面に立って取り組むこと、復興のステージ

が進むにつれて生じる新たな課題やニーズにきめ細かく対応すること

としております。

このことから、『第2期復興・創生期闘』後においても、被災地の

復興が停滞することのないよう、新たな課題への対応も含め、引き続

き国が責任を持って、しっかりと支援いただきますよう下記のとおり

要望いたします。



記

l 『 第 2期復興・創生期間』後の復興の体制及び財源の確保につい

て

第 2期復興・創生期間後においても切れ日なく、安譴感を持っ

て復興を進めることができるよう、十分な組織体制の経続、現行

と同様の枠組による継続的かつ安定的な財源の確保、復興の状況

に応 じた柔軟な支援制度の創設を図るとともに、今後、新たに顕

在化する課題に対 して、引き続き国が前面に立って取 り組むこ

と。

2 企業誘致等における支援制度の継続について

震災と原発事故により失われた当市の産業において、工場等の新

増設を支援 し企業立地を促進することにより「働く場」を確保する

ことで、雇用の創出及び産業集積やなりわいの再建を図り、自立・

帰還等を加速させるための「自立・帰還支援雇用創出企業立地補助

金」、「被災事業者自立支援事業費補助金ム さらに新産業の創出やス

ター トアップ企業の支援に資する「地域復興実用化開発等促進事業

費補助金」については、『第 2期復興・創生期間』後も制度の存続と

ともに、同様の支援内容を継続すること。



3 農業に係る復興支援の継続について

震災及び原発事故以降、当市では農業分野における担い手の減少

や高齢化が急速に進行しているなど、営農再開に向けた取組や新た

な担い手の確保が喫緊の課題となっている。

このことから、復興の枠組みにおいて、畦畔除去や暗渠排水整備

等の簡易な基盤整備など営農再開に向けた支援や、担い手を確保・

育成するための研修施設に対する新たな支援制度を創設すること。

さらに、原子力被災地域全体における国芸作物 。畑作物の振興

がよリー層図られるよう、一大産地化やブランド化などの推進を

図るとともに、事業構築に当たっての財政支援を行うこと。

4 福島イノベーション・コースト構想の推進について

当市では、自立的 。持続的な産業発展の実現を目指す福島イノベ

―ション・ コース ト構想の下、産学官連携により、地元企業による

新たな事業展開や取引拡大、地域外からの企業・人材等の誘導、人

材育成や交流人口の拡大等に向けた取組みを進めている。

ロボット0ドローン、航空宇宙など重点 6分野に取組む地元企業

の活動を引き続き支援するとともに、広域的なネットワーク構築に

向けた各種支援策を講ずること。新産業の創出等にチャレンジする

ベンチャービジネス、スター トアップ企業等を浜通り地域に一層呼

び込むため「インキュベーション施設の整備」や「スター トアップ

支援の拡充」に取組む自治体に対 して財政支援を行うこと。



また、地域教育水準の向上とグローバルな人材の育成、新たな農

‐ 業の担い手育成など、福島イノベーション・ コース ト構想を担う地

: ■域人材の育成に係る取組みへの支援策を講ずること。

5 復興のステージに応じた新たな課題対応への支援について

当市では、全市を挙げて、これまで住民帰還や移住・定住の促

進等により震災前の暮らしを取り戻す努力を絶え間なく続けてき

たが、特に年少人口や生産年齢人口の回復は依然として厳 しい状

況にある。

このため、これらの取組を継続する一方で、急激な人口減少ヘ

の対応 という長期的な課題解決に向け、現在、地域コミュニティ

の維持や教育施設 (小学校、給食センター等)の統廃合など、現

実を見据えた対応に追 られている。

このことから、当市の復旧・復興状況に応 じた行政サービスや

公共施設の再構築など、より良い地域の再生のための取組へ財政

支援を行うこと。

また、当市では二次救急医療機関が4病院あるものの、震災以

降、医師・看護師など、慢性的な医療従事者の不足により、実質

的には 2病院のみの対応に頼 らぎるを得ない状況にあり、未だに

震災前の医療提供体制の回復まで至つていない。

さらに、原子力事故による医師数の減少や医師の高齢化に伴

い、夜間における一次救急医療体制確保が困難であり、その結

果、夜間における二次救急医療機関への負担が増大している。



このこととから、夜間における二次救急医療機関への負担軽減

を図るとともに、より強口な一次救急医療体制を確立するため、

一次救急医療施設の再構築とともに、継続的な運営に関する財政

支援など、新たな支援制度を創設すること。


